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BokuMoku 事務局
（Re-barrack interior）
住所 / 田辺市高雄 1-20-33
電話 / 0739-22-6100

❷

❷

郷
里
・
和
歌
山
の
山
で
遊
ん
だ
楽
し
さ
が

忘
れ
ら
れ
ず
理
学
療
法
士
か
ら
転
職

を
決
意
し
、
U
タ
ー
ン
し
た
辻
𦚰
奈
津
実
さ
ん
。

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
4
月
か
ら
1
年
間
、

県
農
林
大
学
校
林
業
研
修
部
で
実
践
的
な
技

術
や
知
識
、
林
業
経
営
を
学
び
、
在
学
中
の
イ

ン
タ
ー
ン
を
経
て
清
水
森
林
組
合
へ
就
職
。
先
輩

と
チ
ー
ム
を
組
み
、木
と
向
き
合
う
日
々
を
送
る
。

　

林
業
の
仕
事
は
、
木
を
傷
つ
け
な
い
伐
採

や
、
集
材
し
や
す
い
動
線
を
考
え
た
作
業
計

画
を
立
て
る
な
ど
、
現
場
で
の
判
断
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
林
業
は
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
辻
𦚰
さ
ん

は
「
林
業
は
体
力
だ
け
で
は
な
く
、
山
や
木

の
状
況
を
読
み
取
り
、
思
考
し
て
判
断
す

る
知
力
も
必
要
な
仕
事
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
大
学
校
で
学
ん
だ
知
識
が
現
場
で
生
き

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

一
本
の
木
が
育
つ
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か

か
る
。
そ
の
循
環
の
中
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
、
現
場
を
任
せ
ら
れ
る
人
材

に
な
り
た
い
と
努
力
の
日
々

だ
。「
身
近
な
木
製
品
や

建
物
が
ど
こ
か
ら
来
た
木
な

の
か
、
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

山
を
見
て
く
れ
る
人
が
増

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

（
辻
𦚰
さ
ん
）。
山
を
守
る

技
術
と
経
験
を
受
け
継
ぐ

人
材
の
育
成
が
、
林
業
の

未
来
を
支
え
て
い
く
。

「
熊
野
の
山
を
守
る
」
と
い
う
想

い
に
共
鳴
し
た
育
林
・
製
材
・

設
計
・
製
作
・
家
具
販
売
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
が
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

に
結
集
し
、
立
ち
上
げ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ユ
ニ
ッ
ト
「
B
o
k
u
M
o
k
u
」。

田
辺
市
を
拠
点
に
「 

川
上
（
森
）」
か
ら

「
川
下
（
消
費
）」
ま
で
一
気
通
貫
で
担

う
。
家
具
店
の
4
代
目
で
あ
り
、
チ
ー

ム
の
代
表
を
務
め
る
榎
本
将
明
さ
ん

は
「
虫
食
い
の
穴
が
あ
る
と
建
築
資
材

に
は
選
ば
れ
づ
ら
く
、
同
じ
木
で
も
価

値
が
下
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
虫
食
い

が
あ
る
と
、
そ
の
木
は
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
視
点
を
変
え
る

こ
と
で
、
市
場
価
値
を
上
げ
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
「
虫
食
い
材
」
の
穴
や
傷
を
個
性
と

捉
え
、
デ
ザ
イ
ン
で
見
せ
方
に
工
夫
を

木
材
の
街
と
し
て
長
い
歴
史
を

持
つ
熊
野
エ
リ
ア
に
拠
点
を

置
く
「
杢
美
」
は
、
木
材
の
仕
入

れ
か
ら
製
材
、
加
工
、
製
品
設
計
、

販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、
紀
州

材
を
多
様
な
形
で
顧
客
に
届
け
る
。

一
本
の
木
を
用
途
に
応
じ
て
切
り
分

け
、
端
材
も
無
駄
な
く
使
う
こ
と

を
信
条
と
す
る
。
大
工
と
し
て
修

行
後
に
故
郷
へ
U
タ
ー
ン
し
た
代
表

取
締
役
・
倉
谷
良
太
さ
ん
は
「
紀

州
材
は
木
目
が
美
し
い
。
そ
の
美
し

さ
を
最
大
限
に
生
か
す
も
の
づ
く
り

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

近
年
は
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら

木
製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
大

手
企
業
か
ら
記
念
品
や
販
促
品
の

制
作
依
頼
も
増
え
て
い
る
。一
方
で
、

木
に
触
れ
る
機
会
の
減
少
や
関
心

の
薄
れ
も
感
じ
る
と
い
う
。
木
を

好
き
な
人
が
増
え
れ
ば
将
来
的
に

人
材
不
足
も
解
消
で
き
る
と
の
思

い
か
ら
、
仲
間
と
と
も
に
小
学
校

林業を通して未来を拓く、
　　　　 新しいつながり    

和歌山の山を忘れられず転職Uターン

大学校で知を学び、現場に生かす

虫食い材を手仕事で個性にし、
熊野の森の未来を守るプロジェクト

木材市場で木を買い付けて製材し、
商品化まで一気通貫のものづくり

❶現場の状況に応じてその都度先輩が丁寧に教え、チームで安全に作業
を進める。 ❷一本ずつ適切な方法を考えながら伐採する。

「山は管理すれば高品質な木が多く育つ。そのためにも
林業に携わる人を増やしていきたい」と辻𦚰さん。

清水森林組合
住所 / 有田郡有田川町清水 401 番地 3
電話 / 0737-25-0254

問い合わせ先

森林の課題に取り組み、価値を生み出すプロジェクト

技を学び、継承する人材育成が、途切れない循環を生み出す

清水森林組合 辻󠄀𦚰𦚰奈津実さん
（林業研修部 修了生）

BokuMoku 和歌山の林業

次世代へつなぐ

凝
ら
し
、
自
然
の
風
合
い
や
木
の
温
も

り
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ン
テ
リ
ア
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
岩
見
木

工
所
の
岩
見
桂
道
さ
ん
は
「『
虫
食
い

材
』
は
表
情
が
豊
か
。
そ
れ
を
個
性

と
し
て
楽
し
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
話
す
。
商
品
を
仕
上
げ
る
に
は
、

木
の
断
面
に
合
わ
せ
て
一
つ
ひ
と
つ
穴

を
削
っ
て
埋
め
る
等
の
作
業
が
必
要

だ
。
通
常
の
加
工
よ
り
手
間
暇
は
か

か
る
が
、
今
後
も
商
品
点
数
や
販
売

ル
ー
ト
を
増
や
す
予
定
だ
。
積
極
的
に

「
虫
食
い
材
」
を
活
用
し
て
山
の
循

環
を
促
し
、
熊
野
の
森
を
守
り
た
い

と
い
う
チ
ー
ム
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
。

で
木
工
教
室
を
行
い
、
木
の
役
割

や
魅
力
を
伝
え
る
活
動
も
続
け
る
。

「
木
材
産
業
で
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
。
高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
人
を
育
て
、
紀
州
材

を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
こ
と
が

使
命
で
す
」（
倉
谷
さ
ん
）。

問い合わせ先

株式会社杢美
住所 / 新宮市千穂 1-7-22
電話 / 0735-29-2227

問い合わせ先

「木材は貴重な資源です。全
て有効活用して価値を守って
いきたいです」（榎本さん）。

9人のデザイナーや職人が在籍し、新宮市と
三重県に事務所兼ショールームを構える。

顧客が希望する名前やロゴの
彫刻にも対応する。

①「虫食い材」は虫食いの穴を削り、
パテで埋める等の工程を経て、家具や
雑貨に使用される。 ②木工キットを使っ
た子ども向けワークショップも行い、山
を身近に感じてもらう活動も行う。

❶

❶

①作業場に隣接する「新宮原木市場」
で木材を買い、乾燥させて加工する。 
②オーダー家具やオリジナル什器の注文
も多いという。

❶

❷

杢美　
もくはる

ぼ く も く


